Separation Sciences 2010（安全安心と快適を支える分離と検出の科学）
主催：(社)日本分析化学会

ガスクロマトグラフィー研究懇談会、液体クロマトグラフィー研究懇談会、イオンクロマトグラフィー研究懇談会、フローインジェクション分析研究懇談会

後援　(社)日本分析機器工業会

期日:　2010年8月31日(火) 、9月1日（水）
8月31日(火)　招待講演、一般講演、ポスター発表、講習会、座談会

9月1日（水） 特別講演、名誉講演　
会場：国際会議場　2階　コンベンションホールB、201A会議室、201B会議室

プログラム　講演記号、Ｉ：招待講演、Ｓ：特別講演、Ｈ：名誉講演、Ｇ：一般講演、Ｐ：ポスター発表、Ｔ：技術紹介ポスター

講演時間：招待講演45分（質疑5分含む）、特別講演30分（質疑5分含む）、名誉講演50分、一般講演15分（討論3分含む）

ポスター発表要領　ポスターボード：幅120cm、高さ180cm（上から90cmが有効）。8月31日午前中に貼り終え、ポスター発表紹介時間に口頭で1分間説明してください。発表コアタイムは15時30分から17時です。ポスターの撤去は17時から行ってください。

技術紹介ポスターは口頭発表は不要です。

参加費：東京コンファレンスまで４日通し券；事前4,000円、当日5,000円、技術紹介ポスター発表5,000円/件　（要旨集代含む） 座談会及び情報交換会　2,000円

当日、現地受付にてお支払いください。

事前登録：要　（当日登録も可能）

事前登録方法：http://www.jsac.or.jp/~gc/
なお、会場への入場は分析展・科学機器展への登録が必要です。詳細は下記のホームページをご覧ください。

http://www.jaimasis.jp/2010/index.html
問合せ先　参加登録・講演申込・要旨提出先：長崎国際大学薬学部薬学科公衆衛生学研究室　佐藤　博

〒859-3298　長崎県佐世保市ハウステンボス町2825-7

電話：0956-20-5668、FAX:0956-20-5668、E-mail：satoh@niu.ac.jp
講演プログラム
8月31日　コンベンションホールB会場

10:00-10:10　開会挨拶　SS2010実行委員長・GC研究懇談会委員長　前田恒昭（産総研）
一般講演（GC・LC）
10:10-11:10 （座長　前田恒昭、宮野博）

Ｇ０１　GC-MSとLC-MSの比較－神経ガスと分解物分析を例にして

○瀬戸康雄、金森美江子、大森毅、柘浩一郎、大沢勇久、佐藤貴史　（科学警察研究所　法科学第三部）
Ｇ０２　Comprehensive two-dimensional LCシステムの構築と基礎検討

○田中健一朗、吉田達成、西根勤、三上博久(島津製作所)
Ｇ０３　生ごみ処理時の臭気成分とにおいの抑制の検討
○佐藤博、難波圭太郎、酒井翔平（長崎国際大学薬学部）、保母敏行(東京都立大学)、山本政宏　（TOTO）
Ｇ０４　オンライン誘導体化GC-MSメソッドの開発とメタボロミクスへの応用
○土屋　文彦（LECO ジャパン）、　平石　智子（アステラス製薬）、 佐々野僚一（AiSTIサイエンス）、 鈴村　謙一（アステラス製薬）
招待講演

11:10-11:55（座長　大津善明）

Ｉ０１　薬物動態分析の最新の状況、曽根原　和彦（住化分析センター）

13:00-13:45（座長　永山敏廣）

Ｉ０２　残留農薬分析のデータの信頼性確保、坂　真智子（残留農薬研究所）

13:45-14:30（座長　小村　啓）

Ｉ０３　自然セラピーと快適性-生理的リラックス効果ならびに個人差へのアプローチ-
宮崎良文、朴範鎭、李宙営（千葉大）、恒次裕子(森林総合研究所)
14:30-15:15（座長　宮野　博）

Ｉ０４　メタボロミクスのデータ解析、馬場健史（阪大院工）

ポスター発表・技術紹介ポスター

15:15から紹介（座長　中釜達郎、佐藤　博）

15:30-17:00　発表コアタイム
Ｐ０１　電解型プレカラムを組み込んだ電気化学検出HPLCによるエストロゲンの定量
○高橋浩司、吉田沙織、楠　文代（東京薬科大）
Ｐ０２　HILIC-LC/MSを用いた水中のイオン性化合物の分析
○清水幸樹（富士フイルムファインケミカルズ㈱）
Ｐ０３　LC×LC-MS/MSによる多成分試料の高分離能解析
○中西　将太、野口　貴俊、宮本　久惠、関　達也（日産化学）
Ｐ０４　胆汁酸代謝関連物質の電気化学検出HPLC
○林　優子、袴田秀樹、楠　文代（東京薬科大）

Ｔ０１　CHIRALPAK AY-H、AZ-H、CHIRALCEL OZ-Hによる光学異性体分離
○河田翼、宮本翔志、木村友紀、濱嵜亮太、大西敦（ダイセル）

Ｔ０２　3μmキラルカラムシリーズによる高速・高分離分析
○岩下由紀、鏡原泰広、石井潤一、磯部　豊、大西　敦（ダイセル）

Ｐ０５　急速加熱と急速冷却が可能なＰＴＶ注入口を搭載したＧＣ／ＭＳシステムによる　

高分子材料中有機化合物の拡散係数測定法の検討
○武井義之、古野正浩（ジーエルサイエンス）
Ｔ０３　ＨＰＬＣ（ＳＥＣ）－ＰＴＶ（Ｐｙ）－ＧＣ／ＭＳによる高分子材料分析
○武井義之、古野正浩（ジーエルサイエンス）
Ｔ０４　Improvement of the Quantitative Analysis for Residual Pesticides and Their 
Oxidative By-products in Tap Water by Using Gas Chromatograph-Triple
Quadrupole Mass Spectrometer (GC-QqQMS)
○山本五秋、羽田三奈子、山岸陽子、中野辰彦（サーモフィッシャーサイエンィフィック）

Ｐ０６　InTubeExtraction－イオントラップGC/MS/MSを使用した飲料中のかび臭分析

○羽田三奈子、坂本茂、中野辰彦（サーモフィッシャーサイエンティフィック）

Ｐ０７　Direct HS-GC/MS分析による土壌中VOCの簡易測定の検討
○金井良太、三ツ國亨、平田桂、杉田和俊、岩崎芳明（三菱化学アナリテック）、後藤純雄（麻布大）

Ｐ０８　Furan concentration in foodstaff

○Kazutoshi SUGITA, Jin Qing ZHONG, Akira USHIYAMA, Yohei INABA, Gen SUZUKI（三菱化学アナリテック）
Ｔ０５　悪臭（硫黄化合物）分析のための電子冷却トラップ付ガスクロマトグラフ
○野口　政明（テクノインターナショナル）

Ｔ０６　熱量計算（BTU）を容易にするガス分析ガスクロマトグラフ
○野口　政明（テクノインターナショナル）

Ｔ０７　土壌など固体試料中のPCBモニタリングに適した熱抽出器付ガスクロマトグラフ
○野口　政明（テクノインターナショナル）

Ｔ０８　超高感度の無機ガス分析用ガスクロマトグラフ
○野口　政明（テクノインターナショナル）

Ｔ０９　The Next！～最新のガスクロマトグラフ分析技術の紹介～省コスト、更なる生産　　

性向上を目指して
○和田豊仁　芝本繁明　古川雅直　武守佑典（株式会社　島津製作所　分析計測事業部）
Ｐ０９　MonoSpin®による生体試料中薬物の分析
○奈女良　昭（広島大法医学）、中本晃弘（広島県警科捜研）、斉藤　剛（東海大救命救急）、宮崎将太、由井夕子（ジーエルサイエンス）、長尾正崇（広島大法医学）

Ｐ１０　SFCを使用した非イオン性界面活性剤標準物質の開発
○高橋 かより、衣笠 晋一(産総研)
Ｐ１１　イオンクロマトグラフィーによる食品中の亜硫酸イオンの分析（その1）
○鹿倉達矢（日大院）、吉川賢治、櫻川昭雄(日大理工)、長嶋潜((株)ナックテクノサービス)

Ｐ１２　イオンクロマトグラフィーによる過塩素酸分析法の検討
○家氏 淳　寺田 英敏　三上 博久（島津）

Ｐ１３　イオンクロマトグラフィー分析における精度管理の検討
○安藤恵理　栗田惠子　荒川豊　杉森博和　田熊保彦（都産技）

Ｐ１４　イオン交換樹脂によるセッコウ中フッ素化合物の簡易分離とオンサイト分析への　　

応用
○澤井 光、間中 淳、袋布 昌幹、丁子 哲治（富山高専）

Ｐ１５　水溶離液を用いる陰イオンの導電率検出静電型イオンクロマトグラフィーの高感
度化に関する研究
○小崎大輔（広大）、中谷暢丈（酪農大）、森勝伸（群大）、古月文志（北大）、田中一彦（広大）

Ｐ１６　持続性を指標とした酵素阻害剤スクリーニング
○香坂由貴、飯田泰広（神奈川工科大）
8月31日　２０１Ａ会議室

一般講演（IC・LC）発表時間各15分

11:00-11:45（座長　野々村　誠）
Ｇ０５　金ナノ粒子固定化電極を利用したDNAセンサの開発
○床波志保、中土井祐、濱田大地、椎木弘、長岡勉（大阪府立大）

Ｇ０６　有機ハロゲン及び硫黄の自動分析装置の開発（その18）:高温燃焼システムのセメ
ント試料への適用
○ 長嶋　潜 （株）ナックテクノサービス）出羽　好（(株)ヤナコ機器開発研究所）

Ｇ０７　表面修飾微粒子における金属の収脱着挙動の解析
○近間克己、中島淳一、松尾美那（日産化学）、中谷清治（筑波大）
講習会「役に立つイオンクロマト分析」（ＩＣ研究懇談会運営委員）

13：00-15：00（幹事　後藤良三、田中一彦）
1) 最新のICの動向、田中一彦（広島大院国際）
2) ICの基礎技術、関口陽子（日本ダイオネクス）

3) ICの基本操作、家氏　淳（島津製作所）

4) ICの実際分析への応用、野々村　誠（環境技術評価研）

座談会・技術情報交換会（各テーマ1時間）

16:00-19:00

１．残留分析のデータの信頼性

世話人：坂真智子（残研）、杉田和俊（三菱化学アナリテック）、神山和夫（ハウス食品）、永山敏廣（都健康安全センター)

２．LCMSのイオンサプレッションを考える

世話人：鎌倉重雄 (住化分析センター）、大津善明(アステラス）、高橋　豊（エムエス・ソリューションズ(株)・横浜市立大）、滝埜昌彦 (アジレント）

３．微粒子カラムとモノリスカラムを使いこなす

世話人：須藤良久（CERI)、佐々木俊哉（日本ウォーターズ)、 清　晴世、柴田　亮（メルク株式会社）、田中信男（京都工芸繊維大ジーエルサイエンス）

8月31日　２０１Ｂ会議室

一般講演（FIA）発表時間各15分

10:30-12:00（座長　小熊幸一、本水昌二）
Ｇ０８　コンピュータ制御ミニカラム濃縮／液体電極プラズマ(LFP)発光分析法による微

量鉛定量
○本水昌二、中島智教、保倉明子、山本　保、高村　禅（岡山大）
Ｇ０９　金属イオン分離・濃縮のためのキトサン基材キレート樹脂の開発
○大下浩司（吉備国際大文化財）、本水昌二（岡山大学、ＭＧＣジャパン）
Ｇ１０　フローコントローラーPRO-6600を用いるフローイムノアッセイ法の開発
阪本一平、田中真由美（矢部川電気工業（株））、○今任稔彦（九大院工）
Ｇ１１　分子鋳型電極を用いたHACCPセンサの開発
○溝畑裕己、床波志保、椎木　弘、長岡　勉（大阪府立大）

Ｇ１２　陶磁器溶出液中のCd，Pbの自動オンライン固相抽出／グラファイトファーネス原　

子吸光分析
○上田　実、手嶋紀雄、酒井忠雄・（愛知工大）本水昌二（岡山大）

Ｇ１３　陰イオン交換樹脂を用いた自動前濃縮装置を併用するクロム(VI)のフローインジ　　　　　

ェクション吸光光度定量
○韓天華、大島光子、本水昌二、高柳俊夫（岡山大）

講習会「役に立つフローインジェクション分析」（ＦＩＡ研究懇談会運営委員）
13:00-15:00（幹事　酒井忠雄）
1) FIAの基礎技術、酒井忠雄（愛知工大）

2) FIAを用いる実際分析、小熊幸一(千葉大院工）

3) 化学分析の全自動化、本水昌二　（岡山大院自然）

4) FIAを用いる環境分析、手嶋紀雄（愛知工大）、樋口慶郎（小川商会）、朴善姫（相馬光学）、大野慎介（三菱化学アナリテック）

座談会・技術情報交換会（各テーマ1時間）

16:00-19:00　

１．キー成分の効率の良い見つけ方/データ解析の工夫　

世話人：馬場健史（阪大院工）、小村　啓（サントリー）、秋本　智（ジーエルサイエンス)、宮野　博（味の素）

２．GCのトラブル解決法

世話人：和田豊仁（島津製作所）、安藤　晶（ジーエルサイエンス）、中村貞夫（アジレント）、渡辺忠一（フロンティアラボ）

３．GC/MSでの回収率の異常を考える

世話人：秋山賢一（日本自動車研）、山上　仰（西川計測）、羽田三奈子（サーモフィッシャー）、佐々野僚一（アイスティサイエンス）

9月1日　コンベンションホールＢ会場

特別講演・名誉講演

9:30-10:00（座長　田中一彦）

Ｓ０１　EANET活動を通じた東アジアにおける酸性沈着の現状把握、大泉 毅（(財)日環セ
ンター・アジア大気汚染研究センター）

10:00-10:30（座長　酒井忠雄）

Ｓ０２　流れ分析の規格化、中村栄子(横浜国大）

10:30-11:00（座長　小池茂行）

Ｓ０３　日本分析化学会分析士資格認証制度の創設について、中村 洋（東京理科大）
11:00-11:50（座長　前田恒昭）

Ｈ０１　GC/MSでみた昆虫フェロモンワンダーランド

<アリの巣仲間識別フェロモン他、シロアリの道しるべフェロモン、コオロギの喧嘩行動誘起フェロモンなど、昆虫たちのフェロモンワンダーランドについて・・・、アリのサッカー映像もお見せする。>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

山岡亮平（京都工繊大）
11:50-12:00　閉会の辞、SS2010実行委員長・GC研究懇談会委員長　前田恒昭（産総研）

